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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置において再送信フィードバックリソースを判断するための方法であって、
　前記装置によって、物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信すること
と、
　前記装置によって、再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセット
を取得することであって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて
判断される、取得することと、
　前記装置によって、前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリ
ソースのインデックスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信
のための再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　前記装置によって、前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信す
ることとを備える、方法。
【請求項２】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
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ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　ｅＣＣＥをインデックス付けすることをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデックス付け
は、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じアップリ
ンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブフレー
ムにわたって実行される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請求項４
に記載の方法。
【請求項６】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項３に記載の方
法。
【請求項７】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１３】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信することであって、前記オフセットが前記ＰＣＦ
ＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信することをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　リソースを判断することが、複数のリソースを判断することを備え、前記方法がさらに
、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信するための手段と、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得するための手
段であって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて判断される、
取得するための手段と、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィ
ードバックを通信するためのリソースを判断するための手段と、
　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信するための手段とを備
える、装置。
【請求項１９】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項１９に記載の装
置。
【請求項２１】
　ｅＣＣＥをインデックス付けするための手段をさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデック
ス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じア
ップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブ
フレームにわたって実行される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するための手段をさらに備え
、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請
求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項２０に記載の
装置。
【請求項２４】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するための手段をさらに備える、請求項１９に記載の装
置。
【請求項２７】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信



(4) JP 5911966 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２８】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項２７に記
載の装置。
【請求項３０】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信するための手段であって、前記オフセットが前記
ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信するための手段をさらに備え
る、請求項１８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項１８に記載の装置。
【請求項３２】
　リソースを判断するための前記手段が、複数のリソースを判断するように構成され、前
記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、請求項１８に記載の装置。
【請求項３３】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項３２に
記載の装置。
【請求項３４】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するための手段をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項３５】
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得することで
あって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得
することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フ
ィードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信することと
　を行うように構成された処理システムを備える、装置。
【請求項３６】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項３６に記載の装
置。
【請求項３８】
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　前記処理システムが、ｅＣＣＥをインデックス付けするようにさらに構成され、ｅＣＣ
Ｅのインデックス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバック
のために同じアップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダ
ウンリンクサブフレームにわたって実行される、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記処理システムが、ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するよ
うにさらに構成され、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別
個に実行される、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項３７に記載の
装置。
【請求項４１】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項３６に記載の装置。
【請求項４２】
　前記処理システムが、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデック
スに部分的に基づいてリソースを判断するように構成された、請求項３６に記載の装置。
【請求項４３】
　前記処理システムが、前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識
別子に少なくとも部分的に基づいて前記リソースを判断するように構成された、請求項３
６に記載の装置。
【請求項４４】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項３５に記載の装置。
【請求項４５】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項４４に記
載の装置。
【請求項４７】
　前記処理システムが、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張
物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前
記リソースを備える領域のロケーションに関係する情報を受信することであって、前記オ
フセットが前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信することを行
うように構成された、請求項３５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項３５に記載の装置。
【請求項４９】
　前記処理システムが、複数のリソースを判断するように構成され、前記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、請求項３５に記載の装置。
【請求項５０】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項４９に
記載の装置。
【請求項５１】
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　前記処理システムが、再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づ
いて前記インデックスを変更するように構成された、請求項３５に記載の装置。
【請求項５２】
　再送信フィードバックリソースを判断するためのコンピュータ可読記録媒体であって、
　　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得することで
あって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得
することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フ
ィードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項５３】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５４】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項５３に記載のコ
ンピュータ可読記録媒体。
【請求項５５】
　ｅＣＣＥをインデックス付けするためのコードをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデッ
クス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じ
アップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサ
ブフレームにわたって実行される、請求項５４に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５６】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請求項５
５に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５７】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項５４に記載の
コンピュータ可読記録媒体。
【請求項５８】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項５３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項５９】
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、請求項５３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６０】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、請求項５３に記載の
コンピュータ可読記録媒体。
【請求項６１】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録
媒体。
【請求項６２】
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　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項６１に記載のコンピュー
タ可読記録媒体。
【請求項６３】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項６１に記
載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６４】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信するためのコードであって、前記オフセットが前
記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信するためのコードをさらに
備える、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６５】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６６】
　複数のリソースを判断するためのコードを備え、さらに
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ためのコードを備える、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６７】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項６６に
記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項６８】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するためのコードをさらに備える、請求項５２に記載のコンピュータ可読記録媒体
。
【請求項６９】
　装置において再送信フィードバックリソースを判断するための方法であって、
　前記装置によって、物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通
信することと、
　前記装置によって、再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセット
を前記デバイスに通信することであって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタ
イプに基づいて判断される、通信することと、
　前記装置によって、前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリ
ソースのインデックスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスに
よって受信された通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断す
ることと、
　前記装置によって、前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信す
ることとを備える、方法。
【請求項７０】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項７０に記載の方
法。
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【請求項７２】
　ｅＣＣＥをインデックス付けすることをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデックス付け
は、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じアップリ
ンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブフレー
ムにわたって実行される、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請求項７
２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項７１に記載の
方法。
【請求項７５】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項７０に記載の方法。
【請求項７６】
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、請求項７０に記載の方法。
【請求項７７】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断することをさらに備える、請求項７０に記載の方法。
【請求項７８】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項６９に記載の方法。
【請求項７９】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項７８に記載の方法。
【請求項８０】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項７８に記
載の方法。
【請求項８１】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信することであって、前記オフセットが前記ＰＣＦ
ＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信することをさらに備える、請求項６
９に記載の方法。
【請求項８２】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項６９に記載の方法。
【請求項８３】
　リソースを判断することが、複数のリソースを判断することを備え、前記方法がさらに
、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを備え
る、請求項６９に記載の方法。
【請求項８４】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項８３に
記載の方法。
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【請求項８５】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更することをさらに備える、請求項６９に記載の方法。
【請求項８６】
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信するための手段と
、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに通
信するための手段であって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づい
て判断される、通信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された通
信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するための手段と、
　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信するための手段とを備
える、装置。
【請求項８７】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項８６に記載の装置。
【請求項８８】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項８７に記載の装
置。
【請求項８９】
　ｅＣＣＥをインデックス付けするための手段をさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデック
ス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じア
ップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブ
フレームにわたって実行される、請求項８８に記載の装置。
【請求項９０】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請求項８
９に記載の装置。
【請求項９１】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項８８に記載の
装置。
【請求項９２】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項８７に記載の装置。
【請求項９３】
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、請求項８７に記載の装置。
【請求項９４】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するための手段をさらに備える、請求項８７に記載の装
置。
【請求項９５】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項８６に記載の装置。
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【請求項９６】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項９５に記載の装置。
【請求項９７】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項９５に記
載の装置。
【請求項９８】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信するための手段であって、前記オフセットが前記
ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信するための手段をさらに備え
る、請求項８６に記載の装置。
【請求項９９】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項８６に記載の装置。
【請求項１００】
　リソースを判断するための前記手段が、複数のリソースを判断するように構成され、前
記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、請求項８６に記載の装置。
【請求項１０１】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項１００
に記載の装置。
【請求項１０２】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するための手段をさらに備える、請求項８６に記載の装置。
【請求項１０３】
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに
通信することであって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて判
断される、通信することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された
通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信することと
　を行うように構成された処理システムを備える、装置。
【請求項１０４】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１０５】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項１０４に記載の
装置。
【請求項１０６】
　前記処理システムが、ｅＣＣＥをインデックス付けするようにさらに構成され、ｅＣＣ
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Ｅの前記インデックス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバ
ックのために同じアップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上
のダウンリンクサブフレームにわたって実行される、請求項１０５に記載の装置。
【請求項１０７】
　前記処理システムが、ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するよ
うにさらに構成され、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別
個に実行される、請求項１０６に記載の装置。
【請求項１０８】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項１０５に記載
の装置。
【請求項１０９】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項１０４に記載の装置。
【請求項１１０】
　前記処理システムが、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデック
スに部分的に基づいてリソースを判断するように構成された、請求項１０４に記載の装置
。
【請求項１１１】
　前記処理システムが、前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識
別子に少なくとも部分的に基づいて前記リソースを判断するように構成された、請求項１
０４に記載の装置。
【請求項１１２】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１１３】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項１１２に記載の装置。
【請求項１１４】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項１１２に
記載の装置。
【請求項１１５】
　前記処理システムが、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張
物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前
記リソースを備える領域のロケーションに関係する情報を通信することであって、前記オ
フセットが前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信することを行
うようにさらに構成された、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１１６】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１１７】
　前記処理システムが、複数のリソースを判断するように構成され、前記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１１８】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項１１７
に記載の装置。
【請求項１１９】
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　前記処理システムが、再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づ
いて前記インデックスを変更するようにさらに構成された、請求項１０３に記載の装置。
【請求項１２０】
　再送信フィードバックリソースを判断するためのコンピュータ可読記録媒体であって、
　　物理制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに
通信することであって、前記オフセットが、前記物理制御チャネルのタイプに基づいて判
断される、通信することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された
通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２１】
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２２】
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、請求項１２１に記載の
コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２３】
　ｅＣＣＥをインデックス付けするためのコードをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデッ
クス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じ
アップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサ
ブフレームにわたって実行される、請求項１２２に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２４】
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、請求項１
２３に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２５】
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、請求項１２２に記載
のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２６】
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、請求項１２１に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２７】
　前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデックスに部分的に基づいて
前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、請求項１２１に記載のコンピュー
タ可読記録媒体。
【請求項１２８】
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、請求項１２１に記載
のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１２９】
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記
録媒体。
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【請求項１３０】
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、請求項１２９に記載のコンピュ
ータ可読記録媒体。
【請求項１３１】
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、請求項１２９に
記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１３２】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信するためのコードであって、前記オフセットが前
記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信するためのコードをさらに
備える、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１３３】
　前記オフセットがサブフレームにおいて割当てられたいくつかのダウンリンクリソース
に一部基づいている、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１３４】
　複数のリソースを判断するためのコードと、さらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ためのコードとをさらに備える、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１３５】
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、請求項１３４
に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１３６】
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するためのコードをさらに備える、請求項１２０に記載のコンピュータ可読記録媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、それらの全体が参照により本明細書に明確に組
み込まれる、２０１１年１１月４日に出願されたMETHOD AND APPARATUS FOR MANAGING RE
TRANSMISSION RESOURCESと題する米国仮出願第６１／５５６，１３４号、２０１２年８月
３日に出願されたMETHOD AND APPARATUS FOR MANAGING RETRANSMISSION RESOURCESと題す
る米国仮出願第６１／６７９，４５６号、２０１２年９月２８日に出願されたMETHOD AND
 APPARATUS FOR MANAGING RETRANSMISSION RESOURCESと題する米国仮出願第６１／７０７
，８０９号、および２０１２年１１月１日に出願された「METHOD AND APPARATUS FOR MAN
AGING RETRANSMISSION RESOURCES」と題する米国特許出願第１３／６６６，８１８号の利
益を主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、再送信フィー
ドバックのためのリソースを利用することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。これら
のワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによって
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複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。そのような
多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment）のた
めの通信をサポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリン
クおよびアップリンクを介して拡張ノードＢ（ｅＮＢ）など、基地局と通信し得る。ダウ
ンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク
（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。さらに、モバイルデバ
イスと基地局との間の通信は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（ＭＩ
ＳＯ）システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどを介して確立され得る。さらに
、ピアツーピアワイヤレスネットワーク構成では、モバイルデバイスは他のモバイルデバ
イスと（および／または基地局は他の基地局と）通信することができる。
【０００５】
　その上、ワイヤレスネットワークは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggr
egation）、追加のキャリアタイプ、多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated multiple poin
t）、および同様の発展型通信技術をサポートすることができる。たとえば、キャリアア
グリゲーションは、１つまたは複数の基地局からの通信を受信するためのデバイスに複数
のキャリアを割り当てることに関係することができる。たとえば、複数のキャリアのうち
の１つは、デバイスが、実質的にすべてのキャリア上でユーザプレーンデータを受信しな
がら、制御データを通信することができるアンカーキャリアであり得る。これにより、デ
バイスにおける通信スループットを改善することができる。ＣｏＭＰでは、複数の基地局
が、複数の基地局と確立された別個のリソース上で協調データをデバイスと通信すること
ができる。したがって、デバイスは複数の基地局から同時に受信することができるので、
この場合、同様に、デバイスにおけるスループットが増加する。通信技術のそのような発
展とともに、いくつかの概念は、現在の制御チャネルの定義（たとえば、ＬＴＥにおける
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel））
など、通信技術をサポートするのに不十分になることがある。ＬＴＥでは、たとえば、制
御チャネルは、サブフレームの最初のｎ個のシンボルにおいて定義されており、ただし、
ｎは１と３との間である。そのようなリソースは、発展型通信技術を使用するいくつかの
被サービスデバイスにとって十分でないことがある。
【発明の概要】
【０００６】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態様
の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入と
して、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００７】
　１つまたは複数の態様およびそれの対応する開示に従って、本開示では、拡張制御チャ
ネルおよびレガシー制御チャネル上のリソース許可を定義することに関して様々な態様に
ついて説明する。たとえば、拡張制御チャネルは、様々な時分割多重化（ＴＤＭ）、周波
数分割多重化（ＦＤＭ）またはサブフレーム中の他のリソースによって定義され得、利用
されるリソースは、拡張制御チャネル上のアップリンク許可とダウンリンク許可とについ
て異なり得る。１つまたは複数のパラメータ（たとえば、制御チャネルの制御チャネル要
素（ＣＣＥ：control channel element）または物理リソースブロック（ＰＲＢ：physica
l resource block）、スケジュールされたダウンリンク許可のＰＲＢなど）に対応する暗
黙的割当て、割当てのレイヤ３シグナリング（たとえば、および／またはリソース選択イ
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ンジケータを用いた複数の割当て）などのうちの少なくとも１つに基づいて、ダウンリン
ク許可のために再送信フィードバックリソースが割り当てられ得る。その上、たとえば、
再送信フィードバックリソースがそこから割り当てられるリソースのプールは、リソース
の直交割当てのための、拡張制御チャネルとレガシー制御チャネルとのために別個に管理
され得る。
【０００８】
　本開示の一態様では、再送信フィードバックリソースを判断するための方法、コンピュ
ータプログラム製品、および装置が提供される。本装置は、ダウンリンクリソース割当て
を受信し、再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得する
。本装置は、ダウンリンクリソース割当てとオフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィー
ドバックを通信するためのリソースを判断する。本装置は、リソース上で通信のための再
送信フィードバックを送信する。
【０００９】
　別の態様では、装置は、制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信し、再送
信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得する。オフセットは
、制御チャネルのタイプに基づいて判断される。本装置は、ダウンリンクリソース割当て
とオフセットとに関係するリソースのインデックスに基づいて、ダウンリンクリソース割
当て上で受信された通信のための再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断
する。本装置は、リソース上で通信のための再送信フィードバックを送信する。
【００１０】
　上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に、１
つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつかを示すものであ
り、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする。
【００１１】
　開示する態様について、開示する態様を限定するためではなく、例示するために与えら
れる添付の図面とともに以下で説明し、同様の記号は同様の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に示すブロ
ック図。
【図３】本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概念的に
示すブロック図。
【図４Ａ】連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図４Ｂ】非連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図５】ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションを開示する図。
【図６】複数キャリア構成において無線リンクを制御するための方法を示すブロック図。
【図７】複数の拡張制御チャネル設計のためのリソース割当てのブロック図。
【図８】ダウンリンクリソース割当てに関係する再送信フィードバックリソースを判断す
るためのシステムのブロック図。
【図９】アップリンク制御チャネルリソースのためのリソース割当てのブロック図。
【図１０】拡張制御チャネルの使用によって再送信フィードバックを通信するためのリソ
ースを判断するための、たとえば、ＵＥによって実装可能な、方法のフローチャート。
【図１１】拡張制御チャネルの使用によって再送信フィードバックを受信するためのリソ
ースを判断するための、たとえば、ｅＮＢによって実装可能な、方法のフローチャート。
【図１２】拡張制御チャネルの使用によって再送信フィードバックを通信するためのリソ
ースを判断する装置のブロック図。
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【図１３】拡張制御チャネルの使用によって再送信フィードバックを受信するためのリソ
ースを判断する装置のブロック図。
【図１４】リソースのインデックスとオフセットとの使用によって再送信フィードバック
を通信するためのリソースを判断するための、たとえば、ＵＥによって実装可能な、方法
のフローチャート。
【図１５】リソースのインデックスとオフセットとの使用によって再送信フィードバック
を受信するためのリソースを判断するための、たとえば、ｅＮＢによって実装可能な、方
法のフローチャート。
【図１６】リソースのインデックスとオフセットとの使用によって再送信フィードバック
を通信するためのリソースを判断する装置のブロック図。
【図１７】リソースのインデックスとオフセットとの使用によって再送信フィードバック
を受信するためのリソースを判断する装置のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明するも
のであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。発明
を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１４】
　本明細書では、ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィー
ドバックを通信するためのリソースを判断することに関係する態様について説明する。様
々なリソース上でのアップリンクおよび／またはダウンリンクチャネル割当てのために、
時分割多重化（ＴＤＭ）、周波数分割多重化（ＦＤＭ）などを使用する、変動する構造を
有することができる拡張制御チャネルが定義され得る。したがって、拡張制御チャネルに
適応するように、再送信フィードバックリソース割当てが定義され得る。たとえば、それ
の物理リソースブロック（ＰＲＢ）のインデックス、ダウンリンクリソース割当てにおい
て指定されたＰＲＢのインデックスなど、拡張制御チャネル上で受信されるダウンリンク
リソース割当ての１つまたは複数の態様から、再送信フィードバックリソースが導出され
得る。他の例では、再送信フィードバックリソースは、レイヤ３（たとえば、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）レイヤ）シグナリングを使用して割り当てられ得る。その上、本明細書
では、ダウンリンクリソース割当て、およびダウンリンクリソースに関するアップリンク
再送信フィードバックのためのリソースを判断することに関して説明するが、それらの概
念および機能は、アップリンクリソース割当ておよびダウンリンク再送信リソースに同様
に適用され得ることを諒解されたい。
【００１５】
　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され
得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用される。
ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terr
estrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍ
ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤ
ＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global
 System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネット
ワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌ
ａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニ
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バーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telec
ommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
：Long Term Evolution）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、
Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載さ
れている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に
記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線
技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され得る。明快のため
に、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部
分でＬＴＥ用語を使用する。
【００１６】
　図１に、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、これはＬＴＥネットワークであり
得る。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と
他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり得、基
地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０は、特定
の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、こ
の用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこ
のカバレージエリアをサービスしているｅＮＢサブシステムを指すことがある。
【００１７】
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径
数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可
能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加入して
いるＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的エ
リア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（たとえ
ば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅内のユー
ザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮ
ＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれ
ることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ば
れることがある。図１に示す例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃは、そ
れぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る
。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｙ
および１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮ
Ｂであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る
。
【００１８】
　ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（たとえ
ば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、そのデータ
および／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送る局である
。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１に示す例では、
中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可能にするために、ｅ
ＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リレーなどと
呼ばれることもある。
【００１９】
　ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅＮＢ、
ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。これらの
様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、およびワイ
ヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、マクロｅ
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ＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅＮＢ、フェ
ムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を有し得
る。
【００２０】
　ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期
動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は近
似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを
有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明す
る技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２１】
　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢの協調
および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介してｅＮ
Ｂ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレスバックホールまたは
ワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００２２】
　ＵＥ１２０（たとえば、ＵＥ１２０ｘ、ＵＥ１２０ｙなど）はワイヤレスネットワーク
１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定またはモバイルであり得る。ＵＥはまた、
デバイス、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥは、セル
ラーフォン、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム（または他の
テザーデバイス）、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコン
ピュータ、タブレット、ネットブック、スマートブック、ｕｌｔｒａｂｏｏｋ、コードレ
スフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮ
Ｂ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。図１に
おいて、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥと
、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望
の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の潜在的に干渉する送信を示す
。
【００２３】
　ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用し、アップリン
ク上ではシングルキャリア周波数分割多重（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭおよび
ＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複数（Ｋ）個
の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概して、変調
シンボルは、周波数領域では、ＯＦＤＭまたは同様の多重化方式で、時間領域では、ＳＣ
－ＦＤＭまたは同様の多重化方式で送られる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であ
り得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．
２５、２．５、５、１０、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそ
れぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４、または２０４８に等しくなり得る。システム
帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカ
バーし得、１．２５、２．５、５、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそ
れぞれ１つ、２つ、４つ、８つ、または１６個のサブバンドがあり得る。
【００２４】
　図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造２００を示す。ダウンリ
ンクの送信タイムラインは、無線フレーム２０２など、無線フレームの単位に区分され得
る。各無線フレームは、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、サ
ブフレーム０（２０４）など、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分
され得る。各サブフレームは、スロット０　２０６およびスロット１　２０８など、２つ
のスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ
２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に
示すように）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、または
拡張サイクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を含み得る。各サブフレー
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ム中の２Ｌ個のシンボル期間には０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用
可能な時間周波数リソースはＲＢに区分され得る。各ＲＢは、１つのスロット中でＮ個の
サブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２５】
　ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳまたはＰＳＣ
）と２次同期信号（ＳＳＳまたはＳＳＣ）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信
号は、図２に示すように、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線
フレームのサブフレーム０および５の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。
同期信号は、セル検出および捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフ
レーム０のスロット１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ：Physical Broadcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し
得る。
【００２６】
　ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間全体において示されているが、各サブフレームの
第１のシンボル期間の一部において、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣ
ＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは
、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ここで
、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、た
とえば、ＲＢが１０個未満である、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。図２
に示す例では、Ｍ＝３である。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個（図２ではＭ＝３
）のシンボル期間中に物理ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネ
ル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid automatic repeat/request Indicator Channel）と物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを
送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートするための情
報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリ
ンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。図２の第１のシンボル期間の中には示さ
れていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨは、第１のシンボル期間の中にも含まれるこ
とを理解されたい。同様に、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２にはそのようには
示されていないが、第２のシンボル期間と第３のシンボル期間の両方の中にある。ｅＮＢ
は、各サブフレームの残りのシンボル期間中に物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ：Physical Downlink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上で
のデータ送信がスケジュールされたＵＥについてのデータを搬送し得る。様々な信号およ
びチャネルはＬＴＥ構成に対応することができる。
【００２７】
　ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心（たとえば、中心１．０８
メガヘルツ（ＭＨｚ））においてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは
、これらのチャネルが送られる各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦ
ＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分におい
てＵＥのグループにＰＤＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分にお
いて特定のＵＥにＰＤＳＣＨを送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方
式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥに
ユニキャスト方法でＰＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方法でＰＤＳＣ
Ｈを送り得る。
【００２８】
　各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソース要
素は、１つのシンボル期間中に１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複素数値
であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中に基準信号
のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource eleme
nt group）に構成され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソース要素を
含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離間され得
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る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシンボル期
間において、周波数上で拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣ
Ｈ用の３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０中に属し得るか、またはシンボル期間０、
１および２中で拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間中に利用可能な
ＲＥＧから選択され得る、９個、１８個、３６個、または７２個のＲＥＧを占有し得る。
ＲＥＧのいくつかの組合せがＰＤＣＣＨに対して許可され得る。
【００２９】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り得る。
ＵＥは、ＰＤＣＣＨについてＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合せの数
は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して許可される組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、ＵＥが
探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３０】
　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスするために、こ
れらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路損失、
信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３１】
　図３に、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０および図
１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。制限付き関連付
けシナリオの場合、基地局１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得、ＵＥ１２０は
ＵＥ１２０ｙであり得る。基地局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であり得る
。基地局１１０はアンテナ３３４ａ～３３４ｔを備え得、ＵＥ１２０はアンテナ３５２ａ
～３５２ｒを備え得る。
【００３２】
　基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデータを受
信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データは、Ｐ
ＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ３２０は、データと制御情報とを処理
（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボルと制御シ
ンボルとを取得し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセ
ル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／ま
たは基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シ
ンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与え得る。各変調器３３２は
、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、
出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器３３２はさらに、出力サンプルストリー
ムを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート
）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器３３２ａ～３３２ｔからのダウンリンク
信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る。
【００３３】
　ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、基地局１１０からダウンリンク
信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに与え得
る。各復調器３５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダ
ウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器３５４
は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、受信シンボル
を取得し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべての復調器３５４ａ～３５４ｒから受信シ
ンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シ
ンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デ
インターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号されたデータをデータシンク３６０
に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３８０に与え得る。
【００３４】



(21) JP 5911966 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

　アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソース３
６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントローラ／
プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理し得る
。プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッ
サ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によって
プリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）復調器３５４ａ～３５
４ｒによって処理され、基地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、ＵＥ１２
０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、変調器３３２によって
処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに受信プロセ
ッサ３３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータおよび制
御情報が取得され得る。プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３３９に
与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与え得る。
【００３５】
　コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ基地局１１０およびＵＥ１
２０における動作を指示し得る。基地局１１０におけるプロセッサ３４０および／または
他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明する技法のための様々なプロセスを
実行するかまたはその実行を指示し得る。ＵＥ１２０におけるプロセッサ３８０ならびに
／または他のプロセッサおよびモジュールはまた、たとえば、図１０に示す機能ブロック
、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか、またはそ
の実行を指示し得る。さらに、たとえば、プロセッサ３８０は、本明細書で説明する態様
を実行するための、たとえば、図８および図１２に示す構成要素を備えることができるか
、または少なくとも、それらの構成要素に動作可能に結合され得る。メモリ３４２および
３８２は、図１０～１１、図１４～１５中の方法、図８、図１２～１３、および図１６～
１７中の構成要素などを実行するための命令を含むことができる、それぞれ、基地局１１
０およびＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ
３４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをス
ケジュールし得る。
【００３６】
　キャリアアグリゲーション：
　ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向において送信のために使用される最高合計１００Ｍ
ｈｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り当てら
れた、２０Ｍｈｚ帯域幅中のスペクトルを使用することができる。概して、アップリンク
上ではダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、したがって、アップリンクス
ペクトル割当てはダウンリンク割当てよりも小さくなり得る。たとえば、２０Ｍｈｚがア
ップリンクに割り当てられる場合、ダウンリンクは１００Ｍｈｚを割り当てられ得る。こ
れらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約することができ、ブロードバンド加入者
による一般に非対称の帯域利用にぴったり合うが、他の割当ても可能であり得る。
【００３７】
　キャリアアグリゲーションタイプ：
　ＬＴＥアドバンストモバイルシステムのために、２つのタイプのキャリアアグリゲーシ
ョン（ＣＡ）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡが提案されており、それの例が
図４Ａおよび図４Ｂに示されている。非連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキ
ャリア４１０が周波数帯域に沿って分離されたときに生じる（図４Ｂ）。一方、連続ＣＡ
は、複数の利用可能なコンポーネントキャリア４００が互いに隣接するときに生じる（図
４Ａ）。図示のように、たとえば、連続ＣＡでは、キャリア１　４０２、キャリア２　４
０４、およびキャリア３　４０６は周波数が隣接する。非連続ＣＡでは、キャリア１　４
１２、キャリア２　４１４、およびキャリア３　４１６は、周波数が隣接しない。非連続
ＣＡと連続ＣＡの両方は、ＬＴＥアドバンストＵＥの単一ユニットを処理するために複数
のＬＴＥ／コンポーネントキャリアをアグリゲートする。
【００３８】



(22) JP 5911966 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

　ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリアが分離
されるので、複数のＲＦ受信ユニットと複数のＦＦＴとが配備され得る。非連続ＣＡは、
大きい周波数範囲にわたる複数の分離されたキャリア上でのデータ送信をサポートするの
で、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失、ドップラーシフトおよび他の無線チャネル特
性が大いに変わり得る。
【００３９】
　したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするために、
異なるコンポーネントキャリアのためのコーディング、変調、および送信電力を適応的に
調整するための方法が使用され得る。たとえば、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）が各コンポーネ
ントキャリア上で固定の送信電力を有するＬＴＥアドバンストシステムでは、各コンポー
ネントキャリアの実効カバレージまたはサポート可能な変調およびコーディングが異なり
得る。
【００４０】
　データアグリゲーション方式：
　図５に、国際モバイル電気通信（ＩＭＴ）アドバンストシステムまたは同様のシステム
のための媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ（図５）において異なるコンポーネントキャ
リア５０２、５０４、および５０６からの送信ブロック（ＴＢ：transmission block）を
アグリゲートするためにデータアグリゲーション５００を実行することを示す。ＭＡＣレ
イヤデータアグリゲーションでは、各コンポーネントキャリアは、ＭＡＣレイヤ中にそれ
自体の独立したハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）エンティティ５０８、５１０、お
よび５１２を有し、物理レイヤ中にそれ自体の送信構成パラメータ（たとえば、送信電力
、変調およびコーディング方式、ならびに複数のアンテナ構成）を有する。同様に、物理
レイヤ中で、１つのＨＡＲＱエンティティ５１４、５１６、および５１８が各コンポーネ
ントキャリアに与えられ得る。
【００４１】
　制御シグナリング：
　概して、複数のコンポーネントキャリアのための制御チャネルシグナリングを展開する
ための３つの異なる手法がある。第１は、ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微な変更
を伴い、各コンポーネントキャリアは、それ自体のコード化制御チャネルを与えられる。
【００４２】
　第２の方法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをジョイントコーディン
グし、専用のコンポーネントキャリア中に制御チャネルを展開することを伴う。複数のコ
ンポーネントキャリアのための制御情報は、この専用制御チャネルでは、シグナリングコ
ンテンツとして統合され得る。その結果、ＬＴＥシステムにおいて制御チャネル構造との
後方互換性が維持されるとともに、ＣＡでのシグナリングオーバーヘッドが低減される。
【００４３】
　異なるコンポーネントキャリアのための複数の制御チャネルは、ジョイントコーディン
グされ、次いで、第３のＣＡ方法によって形成される全周波数帯域を介して送信される。
この手法は、制御チャネルにおいて低いシグナリングオーバーヘッドと高い復号性能とを
提供するが、ＵＥ側の電力消費量が高くなる。ただし、この方法は、ＬＴＥシステムと互
換性がない。
【００４４】
　ハンドオーバ制御：
　ＩＭＴアドバンストＵＥのためにＣＡが使用されるとき、複数のセルにわたるハンドオ
ーバプロシージャ中に送信連続性をサポートすることが好ましい。しかしながら、特定の
ＣＡ構成およびサービス品質（ＱｏＳ）要件とともに、入来ＵＥのために十分なシステム
リソース（すなわち、良好な送信品質をもつコンポーネントキャリア）を確保することが
、次のｅＮＢにとって難しいことがある。この理由は、２つ（またはそれ以上）の隣接す
るセル（ｅＮＢ）のチャネル状態が、特定のＵＥについて異なり得るからである。１つの
手法では、ＵＥは、各隣接セルにおいてただ１つのコンポーネントキャリアのパフォーマ
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ンスを測定する。これは、ＬＴＥシステムにおけるのと同様の測定遅延、複雑さ、および
エネルギー消費を与える。対応するセルにおける他のコンポーネントキャリアのパフォー
マンスの推定は、この１つのコンポーネントキャリアの測定結果に基づき得る。この推定
に基づいて、ハンドオーバ決定および送信構成が判断され得る。
【００４５】
　図６に、一例による、物理チャネルをグループ化することによって複数キャリアワイヤ
レス通信システムにおいて無線リンクを制御するための方法６００を示す。図示のように
、本方法は、ブロック６０２において、１次キャリアと、１つまたは複数の関連する２次
キャリアとを形成するために、少なくとも２つのキャリアからの制御機能を１つのキャリ
ア上にアグリゲートすることを含む。次にブロック６０４において、１次キャリアと各２
次キャリアとのための通信リンクを確立する。次いで、ブロック６０６において、１次キ
ャリアに基づいて通信を制御する。
【００４６】
　拡張ＰＤＣＣＨ
　以下の概念は、サブフレームの様々な部分のリソース内でリソース許可を可能する拡張
制御チャネルが定義され得るように、単一のキャリア、ＣＡにおける２つ以上のキャリア
、多地点協調（ＣｏＭＰ）、新しいキャリアタイプ、および／または他の同様の構成に適
用され得る。その上、明示的シグナリングなどによって、１つまたは複数のパラメータに
基づいて、許可に関係する再送信リソースが割り当てられ得る。
【００４７】
　図７に、サブフレームとすることができる、周波数の一部分上の時間の例示的な部分中
の様々な例示的な拡張ＰＤＣＣＨ（ｅ－ＰＤＣＣＨ）構造７００を示す。たとえば、サブ
フレーム中の最初のリソースの一部分が、ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨおよび
／または同様のチャネルを含むことができる、制御データをレガシーデバイスに通信する
ためのレガシー制御領域７０２のために確保され得る。ＬＴＥでは、レガシー制御領域７
０２は、サブフレーム中のいくつか（ｎ個）のＯＦＤＭシンボルとすることができ、ｎは
、１と３との間であり得る。ｅ－ＰＤＣＣＨが新しいキャリアタイプのために定義されて
いる場合、レガシー制御領域７０２は存在しないことがあることを諒解されたい。残りの
リソースは、サブフレームのデータ領域７０４を備えることができる。
【００４８】
　拡張制御チャネル構造を定義するために５つの代替形態が示されているが、他の代替形
態が可能であることを諒解されたい。たとえば、拡張制御チャネル構造は、増加した制御
チャネル容量をサポートすること、周波数領域セル間干渉協調（ＩＣＩＣ：inter-cell i
nterference coordination）をサポートすること、制御チャネルリソースの空間再利用の
改善を行うこと、ビームフォーミングおよび／またはダイバーシティをサポートすること
、新しいキャリアタイプ上で、およびマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast over single frequency network）
サブフレームにおいて動作すること、レガシーデバイスと同じキャリア上に共存すること
などが可能である。
【００４９】
　代替１（７０６）では、拡張制御チャネル構造は、リレーＰＤＣＣＨ（Ｒ－ＰＤＣＣＨ
）と同様であり得、領域７０４の第１の部分上の周波数の少なくとも一部分中の制御チャ
ネル上にダウンリンク許可が割り当てられ、領域７０４の第２の部分上の周波数の部分中
の制御チャネル上にアップリンク許可が割り当てられる。代替２（７０８）では、拡張制
御チャネル構造は、割当てを分割するためにＦＤＭを使用して、領域７０４中の周波数の
一部分上にダウンリンク許可とアップリンク許可とが割り当てられることを可能にする。
代替３（７１０）では、拡張制御チャネル構造は、領域７０４の少なくとも一部分中でＴ
ＤＭを使用して周波数の一部分上にダウンリンク許可とアップリンク許可とが割り当てら
れることを可能にする。代替４（７１２）では、拡張制御チャネル構造は、領域７０４の
第１の部分上の周波数の少なくとも一部分中の制御チャネル上にダウンリンク許可とアッ
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プリンク許可とが割り当てられることを可能にし、領域７０４の第２の部分上の周波数の
部分中の制御チャネル上にアップリンク許可が割り当てられる。代替５（７１４）では、
領域７０４の少なくとも一部分上にＴＤＭを使用してダウンリンク許可が割り当てられ得
、領域７０４上の周波数の異なる部分中にＦＤＭを使用してアップリンク許可が割り当て
られ得る。
【００５０】
　代替形態のうちの１つまたは複数を使用することは、拡張制御チャネルが、従来のレガ
シー制御チャネル構造と比較して、ダウンリンクおよび／またはアップリンク割当てにつ
いて様々な多重化方式を使用したリソースの割当てを可能にすることができることを諒解
されたい。したがって、拡張代替制御チャネル構造のうちの１つまたは複数に適応するよ
うに、拡張制御チャネルのための再送信フィードバックリソース割当てが定義され得る。
一例では、再送信フィードバックリソースは、１つまたは複数の他のパラメータに基づい
て、暗黙的および／または動的に導出され得る。別の例では、再送信リソース、またはデ
バイスへの再送信リソースを判断するための関係するパラメータを明示的に示すためにレ
イヤ３（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤ）シグナリングを使用して、再送
信フィードバックリソースが割り当てられ得る。
【００５１】
　図８に、再送信フィードバックリソースを判断するための例示的なシステム８００を示
す。システム８００は、基地局８０４と通信するデバイス８０２を含み、基地局８０４は
、デバイス８０２にワイヤレスネットワークアクセスを与えることができる。デバイス８
０２は、ＵＥ、モデム（または他のテザーデバイス）、その一部分などであり得る。基地
局８０４は、マクロ基地局、フェムトノード、ピコノード、モバイル基地局、リレー、（
たとえば、デバイス８０２とピアツーピアまたはアドホックモードで通信する）デバイス
、それらの一部分などであり得る。
【００５２】
　デバイス８０２は、基地局から通信を受信し、および／または基地局に通信を送信する
ための基地局からのリソース割当てまたは許可を受信するためのリソース割当て受信構成
要素８０６と、リソース割当てのための再送信フィードバックをその上で送信する１つま
たは複数のリソースを判断するための再送信リソース判断構成要素８０８と、リソース上
で再送信フィードバックを通信するための再送信フィードバック提供構成要素８１０とを
備える。
【００５３】
　基地局８０４は、１つまたは複数のデバイスにリソース割当てまたは許可を与えるため
のリソース割当て構成要素８１２と、リソース割当てのための再送信フィードバックがそ
の上で受信される１つまたは複数のリソースを判断するための再送信リソース判断構成要
素８１４と、リソース上でデバイスから再送信フィードバックを取得するための再送信フ
ィードバック受信構成要素８１６とを含むことができる。
【００５４】
　一例によれば、リソース割当て構成要素８１２は、基地局８０４から通信を受信するた
めのダウンリンクリソースをデバイス８０２に割り当てることができる。本明細書で説明
するように、リソース割当て構成要素８１２は、拡張制御チャネル上にダウンリンクリソ
ースを割り当てることができる。リソース割当て受信構成要素８０６は、基地局からダウ
ンリンクリソース割当てを取得することができ、再送信リソース判断構成要素８０８は、
ダウンリンクリソース割当てにおいて指定されたリソース上で受信された通信のための再
送信フィードバックを通信する際に利用するアップリンク制御チャネル領域中のリソース
を判断することができる。たとえば、再送信フィードバックは、ダウンリンクリソース割
当て上での通信の再送信が望まれるかどうかを指定することができる、肯定応答（ＡＣＫ
）／否定応答（ＮＡＣＫ）または同様のフィードバック値などのＨＡＲＱフィードバック
に関係することができる。
【００５５】
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　一例では、再送信リソース判断構成要素８０８は、ダウンリンクリソース割当てがそれ
によってリソース割当て受信構成要素８０６によって受信される第１の制御チャネル要素
（ＣＣＥ）、ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信される第１の物理リソース
ブロック（ＰＲＢ）、データ送信のためのダウンリンクリソース割当てにおいて指定され
た第１のＰＲＢなど、１つまたは複数のパラメータに基づいて、再送信のために使用する
リソースを判断することができる。これにより、（未使用のフィードバックリソースを生
じ得る）デバイスごとにマッピングするのではなく、再送信フィードバックリソースを実
際のダウンリンクリソース割当てにマッピングすることが可能になる。一例として、ｅ－
ＰＤＣＣＨが対応するデータ送信をスケジュールした場合、再送信リソース判断構成要素
８０８は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを判断するためにデータ送信の第１のＰＲＢを使用
することができる。ｅ－ＰＤＣＣＨが対応するデータを有しない場合（たとえば、ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨは、関連するデータ送信はないが、ダウンリンク解放の受信を確認応答するため
にＵＥにとってＡＣＫが必要とされ得る、ダウンリンク半永続的スケジューリング（ＳＰ
Ｓ）解放を示す）、再送信リソース判断構成要素８０８は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを
判断するためにｅ－ＰＤＣＣＨ送信の第１のＰＲＢまたは開始ＣＣＥを使用することがで
きる。代替として、この場合に、再送信リソース判断構成要素８０８は、ＲＲＣ構成に基
づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを導出することができる。
【００５６】
　たとえば、再送信リソース判断構成要素８０８は、ＣＣＥ、ＰＲＢなどのインデックス
またはそれらに関係するインデックスに応じて再送信フィードバックのためのリソースの
インデックスを判断することができる。再送信フィードバック提供構成要素８１０は、し
たがって、判断された再送信フィードバックリソース上のダウンリンクリソース中で受信
された通信のための再送信フィードバックを通信することができる。再送信リソース判断
構成要素８１４は、デバイス８０２に与えられたダウンリンクリソース割当てに基づいて
、デバイス８０２がそれによって再送信フィードバックを送信するリソースを同様に判断
することができる。したがって、再送信フィードバック受信構成要素８１６は、デバイス
８０２からフィードバックを取得することができ、ダウンリンクリソース上で通信を再送
信すべきかどうかを判断するために、そのフィードバックを適切なダウンリンクリソース
に関連付けることができる。
【００５７】
　特定の一例では、再送信フィードバックリソースは、リソース割当てがそれによって受
信される第１のＣＣＥインデックスに従って、レガシーデバイスに割り当てられる。しか
しながら、再送信リソース判断構成要素８０８および８１４は、リソース割当てがそれに
よって受信される第１のＰＲＢ、またはダウンリンクリソース割当てに対応する第１のＰ
ＲＢに基づいて、拡張制御チャネル上の所与のダウンリンクリソース割当てのための再送
信フィードバックリソースを判断することができる。再送信フィードバックリソース割当
ては、デバイス８０２がフィードバックを通信するために使用することができる制御チャ
ネル領域中の１つまたは複数のＣＣＥのインデックスに対応することができる。これによ
り、レガシーデバイスと拡張制御チャネルを使用するデバイスとの間での可能な割り当て
られた再送信フィードバックリソースの重複を生じ得る（たとえば、ＣＣＥインデックス
とＰＲＢインデックスとが同じであり、したがって、再送信フィードバックリソースにつ
いてＣＣＥインデックスが同じになる）。
【００５８】
　一例では、重複が可能になり得、リソース割当て構成要素８１２は、関係するＰＲＢイ
ンデックスが、レガシーデバイスにリソースを割り当てるために使用されるＣＣＥインデ
ックスと重複しないように、デバイス８０２に割り当てるリソースおよび／またはそれに
よって割当てを通信するリソースを判断することができる。一例では、リソースを判断す
るために完全な重複を保証するために、リソース割当て構成要素８１２は、ｍｏｄ（ＰＲ
Ｂインデックス，Ｎ＿ＣＣＥ）として、ＰＲＢに関係するリソースを使用または割り当て
るべきかどうかを判断するために、変更されたＰＲＢインデックスを計算することができ
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、ただし、Ｎ＿ＣＣＥは、制御リソースをレガシーデバイスに割り当てるために使用され
るＣＣＥの総数である。
【００５９】
　別の例では、可能な割り当てられた再送信フィードバックリソースにおける重複は、フ
レキシブルであるか、または存在しないことがあり得る。一例では、再送信リソース判断
構成要素８０８および８１４は、インデックスを使用して１つまたは複数の関数に基づい
て再送信フィードバックリソースを判断することができる。たとえば、基地局８０４は、
オフセットＮ＿ＰＵＣＣＨとＣＣＥインデックスとに応じて、レガシーデバイスのための
再送信フィードバックリソースを判断することができる。この例では、再送信リソース判
断構成要素８０８および８１４は、別のオフセットＭ＿ＰＵＣＣＨと、ダウンリンクリソ
ース割当てがそれによって受信される第１のＰＲＢインデックス、またはダウンリンクリ
ソース割当ての第１のＰＲＢインデックスとすることができるＰＲＢインデックスとに応
じて、拡張制御チャネルにおけるダウンリンクリソース割当てに基づいて、デバイス８０
２のための再送信フィードバックリソースを判断することができる。たとえば、拡張制御
チャネル中のダウンリンクリソース割当てに基づいてデバイス８０２のための再送信フィ
ードバックリソースを判断するために、オフセットＭ＿ＰＵＣＣＨは個々に使用され得る
。代替として、拡張制御チャネル中のダウンリンクリソース割当てに基づいてデバイス８
０２のための再送信フィードバックリソースを判断するために、オフセットＭ＿ＰＵＣＣ
ＨはＮ＿ＰＵＣＣＨと組み合わせられ得る。
【００６０】
　一例では、本明細書でさらに説明するように、オフセットＮ＿ＰＵＣＣＨとＭ＿ＰＵＣ
ＣＨとが、レガシーデバイスと拡張制御チャネルを使用するデバイスとに対して再送信フ
ィードバックリソースの別個の重複しない領域を与えるように定義され得る。たとえば、
ＣＣＥ番号付けは、レガシー制御チャネル領域と拡張制御チャネル領域とについて共同で
あり得る（たとえば、番号付けは領域にわたって連続し得る）。一例では、オフセットＭ
＿ＰＵＣＣＨは、拡張制御チャネルを使用するすべてのデバイス８０２に共通であること
ができ、したがって、デバイスにおいてシグナリングまたはハードコーディングされ、レ
イヤ３シグナリング、またはデバイスのための構成などにおいて（たとえば、ネットワー
クへの最初の接続の一部として）受信され得る。別の例では、オフセットＭ＿ＰＵＣＣＨ
はＵＥ固有であり得、たとえば、各ＵＥは、専用シグナリングを介してＭ＿ＰＵＣＣＨの
指示を受信し得る。一例では、領域はＣＣＥの集合として定義され得、異なる制御チャネ
ルのための異なる領域は連続することができる。
【００６１】
　その上、たとえば、レガシー制御領域はＰＣＦＩＣＨを条件とすることができるので、
レガシーダウンリンク制御チャネルのために利用可能なＣＣＥの総数Ｎ＿ＣＣＥ、および
再送信フィードバックリソースの対応するレガシー制御領域は、サブフレームにわたって
変動することができる。一例では、再送信フィードバックリソースの重複しない領域を与
えるために、拡張制御チャネルを使用するデバイスのための領域は、レガシー制御領域の
前に定義され得る（さもなければ、拡張制御チャネルデバイスのための領域も、ＰＣＦＩ
ＣＨに依存することになる）。この例では、レガシー制御領域におけるＣＣＥ番号付けを
中断させることを回避するために、拡張制御チャネルに関係する領域のためのＣＣＥイン
デックスは、領域中の第１のＣＣＥインデックスが－Ｍ＿ＣＣＥであり、ここで、Ｍ＿Ｃ
ＣＥは領域中のＣＣＥの数であり、最後のＣＣＥインデックスは－１であるように、０か
ら逆方向に計数され得る。その場合、レガシー領域では、第１のＣＣＥインデックスは０
であり、最後のＣＣＥインデックスはＮ＿ＣＣＥ－１である。たとえば、インデックスは
、リソースを識別するために、デバイス８０２および基地局８０４によって、指定された
リソースに適用され得る。
【００６２】
　別の例では、拡張ＰＣＦＩＣＨ（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）がサポートされ得、その場合、オ
フセットＭ＿ＰＵＣＣＨはｅ－ＰＣＦＩＣＨおよび／またはＰＣＦＩＣＨに依存すること
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ができる。また別の例では、オフセットＭ＿ＰＵＣＣＨは、サブフレーム依存であること
ができる（たとえば、ｅ－ＰＤＣＣＨはサブフレーム依存であるかまたはそれ以外である
）。たとえば、Ｍ＿ＰＵＣＣＨは、サブフレーム中の、基地局８０４によって割り当てら
れたいくつかのダウンリンクリソースに部分的に基づくことができる。いずれの場合も、
再送信リソース判断構成要素８０８および８１４は、ダウンリンクリソース割当てがそれ
によって拡張制御チャネル上で受信される第１のＰＲＢ、ダウンリンクリソース割当ての
第１のＰＲＢなどに基づいて、上記の例のうちの１つまたは複数に従って再送信フィード
バックリソースを同様に判断するように実装またはさもなければ構成され得る。一例では
、（たとえば、オフセットＭ＿ＰＵＣＣＨ、ダウンリンクリソース割当てがそれによって
受信される第１のＰＲＢインデックス、ダウンリンクリソース割当ての第１のＰＲＢが使
用されるべきかどうかなど）リソースを判断することに関する情報が再送信リソース判断
構成要素８１４からデバイス８０２にシグナリングされ得る。
【００６３】
　一例では、リソース割当て構成要素８１２は、拡張制御チャネルのための再送信リソー
スを判断するための変更されたＰＲＢインデックスを計算することができる。変更された
ＰＲＢインデックスは、ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信される第１のＰ
ＲＢインデックス、ダウンリンクリソース割当ての第１のＰＲＢが使用されるべきかどう
かなどに基づくことができる。一例として、変更されたＰＲＢインデックスはｍｏｄ（Ｐ
ＲＢインデックス，Ｎ＿ＣＣＥ）とすることができ、ただし、Ｎ＿ＣＣＥは、制御リソー
スをレガシーデバイスに割り当てるために使用されるＣＣＥの総数である。
【００６４】
　一例では、リソース割当て構成要素８１２は、さらに、拡張制御チャネルのための再送
信リソースを判断するための追加のパラメータを使用することができる。たとえば、再送
信リソースを判断するために、ＣＣＥインデックスまたはＰＲＢインデックスと組み合わ
せて、ダウンリンクリソース割当てに関係するアンテナポートインデックス（たとえば、
ｅ－ＰＤＣＣＨのためのアンテナポート、ＰＤＳＣＨのためのアンテナポートなど）がさ
らに使用され得る。別の例では、再送信リソースを判断するために、ＣＣＥインデックス
またはＰＲＢインデックスと組み合わせて、ダウンリンクリソース割当てを送信するため
に使用されるランクインデックスがさらに使用され得る。一例として、リソース割当て構
成要素８１２は、再送信リソースを判断するために、（たとえば、ＣＣＥインデックスま
たはＰＲＢインデックスと組み合わせて）ダウンリンクリソース割当てに関係するスクラ
ンブリング識別子をさらに使用することができる。
【００６５】
　別の例では、再送信リソース判断構成要素８１４は、再送信フィードバックを送信する
ためのデバイス８０２のためのリソースを選択することができ、デバイス８０２のための
リソースを構成し、構成されたリソースをレイヤ３（たとえば、ＲＲＣ）シグナリング上
で示すことができる。この例では、再送信リソース判断構成要素８０８は、レイヤ３シグ
ナリングに基づいて、再送信フィードバックリソースを判断することができる。特定の一
例では、再送信リソース判断構成要素８１４は、デバイス８０２に知られているかまたは
さもなければ示され得、デバイスがどの再送信フィードバックリソースを使用すべきかを
指定するｎビットインジケータをデバイス８０２に通信することができる、２n個の可能
なリソースを構成することができ、ただし、ｎは正の整数である。したがって、この例で
は、再送信リソース判断構成要素８０８は、再送信フィードバックのために２n個のリソ
ースのうちのいずれを使用すべきかを判断するために、ｎビットインジケータを受信する
ことができる。たとえば、ｎビットインジケータは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フ
ォーマットで、および／またはＤＣＩフォーマット中のいくつかの既存の情報フィールド
を再解釈することによって、新たに導入され得る。
【００６６】
　別の例では、局所ｅ－ＰＤＣＣＨと分散ｅ－ＰＤＣＣＨとが、セルにおいてサポートさ
れ得る。デバイス８０２などのデバイスは、局所ｅ－ＰＤＣＣＨ、分散ｅ－ＰＤＣＣＨ、
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またはその両方を監視するように構成され得る。局所ｅ－ＰＤＣＣＨは閉ループプリコー
ディング動作に関連し得る。さらに、関係するリソースが、ある領域中（たとえば、ＰＲ
Ｂペア内）で局所化され得る。分散ｅ－ＰＤＣＣＨは送信ダイバーシティベース送信また
は開ループビームフォーミングベース送信に関連し得る。さらに、関係するリソースが、
ある帯域幅中に分散され得る。したがって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを導出するために
ＣＣＥインデックスが使用される場合、リソース割当て受信構成要素８０６は、局所ｅ－
ＰＤＣＣＨおよび／または分散ｅ－ＰＤＣＣＨの両方を介したダウンリンクスケジューリ
ングのためにＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースをどのように一緒に扱うかを判断するのを助ける
ためのＲＲＣ構成をさらに受信し得る。一例として、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたはオフセッ
トに関連付けられたＣＣＥの示された総数が受信され得る。分散ｅ－ＰＤＣＣＨの場合、
再送信リソース判断構成要素８０８は、対応するｅ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスに
基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを導出し得る。局所ｅ－ＰＤＣＣＨの場合、再送信リ
ソース判断構成要素８０８は、対応するｅ－ＰＤＣＣＨのＣＣＥインデックスと、さらに
、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは示されたオフセットに関連付けられたＣＣＥの示された総数
とに基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを導出し得る。この例では、ＰＵＣＣＨを使用す
る局所ｅ－ＰＤＣＣＨのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの前に、最初に、分散ｅ－ＰＤ
ＣＣＨのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが配置される。（分散ｅ－ＰＤＣＣＨのための
ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの前に）最初に、局所ｅ－ＰＤＣＣＨのためのＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋリソースを配置することによって、同様の設計が行われ得る。代替として、再送信リソ
ース判断構成要素８０８は、分散および／または局所ｅ－ＰＤＣＣＨのためのシグナリン
グされたリソースに基づいてオフセットを暗黙的に導出し、ＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ導出のためのオフセットを使用し得る。分散および局所ｅ－ＰＤＣＣＨのためのＣＣＥ
の番号付けは連続するか、またはさらにオフセットに依存し得る。
【００６７】
　別の例では、ＵＥは、局所ｅＰＤＣＣＨおよび分散ｅＰＤＣＣＨの少なくとも１つのサ
イズおよび／またはロケーションを示すチャネルを復号し得る。一例として、拡張物理制
御フォーマット指示（ｅＰＣＦＩＣＨ）が導入され得る。ｅＰＤＣＣＨのためのＡＣＫ／
ＮＡＣＫリソースは、さらに、指示に依存することができる。一例として、２ビットｅＰ
ＣＦＩＣＨが送信され得、示されたｅＰＣＦＩＣＨ値に基づいてｅＰＤＣＣＨのためのＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫリソースを判断するために４つの異なるオフセットが使用され得る。４つ
の異なるオフセットは、ＲＲＣによって明示的に構成されるか、または構成された分散お
よび／または局所ｅＰＤＣＣＨリソースに基づいて暗黙的に導出され得る。
【００６８】
　別の例では、ＰＲＢインデックスベースＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース導出はまた、レガシ
ーＰＤＣＣＨベースダウンリンク送信に適用され得る。これにより、レガシーＰＤＣＣＨ
ベースダウンリンク送信とｅＰＤＣＣＨベースダウンリンク送信の両方のためのＡＣＫ／
ＮＡＣＫリソースの管理を可能にすることができる。
【００６９】
　一例では、ＵＥは、１つまたは複数のｅＰＤＣＣＨリソースセットで構成され得、各ｅ
ＰＤＣＣＨリソースセットは個々に構成されたサイズを有し得る。ｅＣＣＥ（拡張制御チ
ャネル要素）は、ｅＰＤＣＣＨリソースセットごとにインデックス付けされ、対応するｅ
ＰＤＣＣＨの最も低いｅＣＣＥインデックスはＰＵＣＣＨリソース判断の構成要素である
。さらに、ＵＥは、各ｅＰＤＣＣＨセットのための半静的ＰＵＣＣＨリソース開始オフセ
ットで構成され得る。ＴＤＤシステムでは、複数のダウンリンクサブフレームが、ＰＵＣ
ＣＨリソース管理のための同じアップリンクサブフレームにマッピングされ得る。ＰＵＣ
ＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース衝突を回避するために、ｅＣＣＥインデックス付けは、
同じｅＰＤＣＣＨセット中の同じアップリンクサブフレームに関連付けられた異なるサブ
フレームにわたって一緒に番号付けされ得る。一例として、ダウンリンクサブフレーム関
連付けセットのサイズが、ＴＤＤにおけるアップリンクサブフレームの場合Ｍ＝２であり
、ＵＥのために２つのｅＰＤＣＣＨセットが構成されると仮定すると、ｅＣＣＥインデッ
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クス付けは、連続および逐次方法で、以下のように行われ得る。
【００７０】
　・ｅＰＤＣＣＨセット１、総数ＮeCCE,1個のｅＣＣＥ
【数１】

【００７１】
　・ｅＰＤＣＣＨセット２、総数ＮeCCE,2個のｅＣＣＥ
【数２】

【００７２】
　図９に、アップリンク制御チャネルリソースのための例示的なリソース割当て９００を
示す。たとえば、リソース割当て９００は、時間に対するいくつかの周波数リソースを表
すことができる。この例では、リソース割当て９００は、チャネル状態情報フィードバッ
ク、スケジューリング要求、半永続的にスケジュールされたダウンリンクデータに応答す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または同様の半静的制御データなど、制御データを通信す
るための半静的ＰＵＣＣＨリソース領域９０２を備えることができる。これらの領域９０
２は、知られているかまたはさもなければ受信されたオフセットが、１つまたは複数の他
の領域の開始を判断するために使用され得るように、一定数のリソースを占有することが
できる。たとえば、この例では、半静的ＰＵＣＣＨリソース領域９０２内部に、拡張制御
チャネルのための動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０４があり、その次に、レガシー制御チ
ャネルのための動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０６が続く。リソース割当ては、ＰＵＳＣ
Ｈ割当てのための領域９０８をも含む。
【００７３】
　図示されたリソース割当て９００は、上記の概念を示し、たとえば、拡張制御チャネル
のための動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０４は、オフセットＭ＿ＰＵＣＣＨ９１０に基づ
いて判断され得、レガシー制御チャネルのための動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０６は、
オフセットＮ＿ＰＵＣＣＨ９１２から判断され得る。説明したように、オフセットＭ＿Ｐ
ＵＣＣＨ９１０および／またはＮ＿ＰＵＣＣＨ９１２は、ダウンリンクリソース割当ての
ためのフィードバックをそれによって通信するリソースを判断するための関連付けられた
再送信フィードバックリソース領域の位置を特定するために、サービング基地局からデバ
イスに通信され得る。追加または代替として、動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０４および
動的ＰＵＣＣＨリソース領域９０６のリソース（たとえば、ＣＣＥ）は、連続してインデ
ックス付けされ得る。
【００７４】
　たとえば、レガシー制御チャネルのための領域９０６における計数を中断させないよう
に、領域９０４は、０から領域９０４中のＣＣＥの数に逆方向にインデックス付けされ得
る。したがって、たとえば、領域９０４および９０６にわたる連続番号付けは、以下と同
様のフォーマットに従うことができる。－Ｍ＿ＣＣＥ，－（Ｍ＿ＣＣＥ－１），．．．，
－１，０，１，．．．，Ｎ＿ＣＣＥ、ただし、Ｍ＿ＣＣＥは領域９０４中のＣＣＥの数で
あり、Ｎ＿ＣＣＥは領域９０６中のＣＣＥの数である。この例では、デバイスおよび／ま
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たは基地局は、Ｍ＿ＰＵＣＣＨまたはＮ＿ＰＵＣＣＨオフセットの関数（デバイスが拡張
制御チャネルを使用するのか、レガシー制御チャネルを使用するのかに依存する）、およ
び／あるいはダウンリンクリソース割当てがそれによって受信される第１のＰＲＢ、また
はダウンリンクリソース割当て中の第１のＰＲＢのインデックスに基づいて、再送信フィ
ードバックのために使用するリソースを計算することができる。関数は、上記の番号付け
に従って再送信フィードバックのために使用するリソースのＣＣＥインデックスを与える
ことができる。
【００７５】
　図１０～図１１に、拡張制御チャネルに基づいて再送信フィードバックのためのリソー
スを判断することに関係する例示的な方法を示す。説明を簡単にするために、方法を一連
の行為として図示し説明するが、いくつかの行為は、１つまたは複数の実施形態によれば
、本明細書で図示し説明する他の行為と同時に、および／または異なる順序で行われ得る
ので、方法は行為の順序によって限定されないことを理解および諒解されたい。たとえば
、方法は、状態図など、一連の相互に関係する状態またはイベントとして代替的に表現さ
れ得ることを諒解されたい。さらに、１つまたは複数の実施形態による方法を実施するた
めに、図示のすべての行為が必要とされるとは限らない。
【００７６】
　図１０は、再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するための例示的な
方法１０００を示す。
【００７７】
　１００２において、拡張制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信する。た
とえば、ダウンリンクリソース割当ては基地局から受信され得、拡張制御チャネルは、説
明したように、サブフレームのレガシーデータ領域中などにＴＤＭまたはＦＤＭリソース
を含むように定義され得る。ダウンリンクリソース割当ては、１つまたは複数のＰＲＢ上
で受信され得、それによる基地局からのデータ通信が予想される１つまたは複数のＰＲＢ
を示すことができる。
【００７８】
　１００４において、ダウンリンクリソース割当てに関係するＰＲＢのインデックスに部
分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィー
ドバックを通信するためのリソースを判断する。たとえば、説明したように、リソースは
、ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信される第１のＰＲＢのインデックス、
ダウンリンクリソース割当ての第１のＰＲＢのインデックスなどに基づいて判断され得る
。たとえば、リソースを判断することは、ダウンリンクリソース割当て中のリソース上で
受信された通信のための再送信フィードバックを通信するためのＣＣＥのインデックスを
与えることができるＰＲＢのインデックスの関数に基づくことができる。さらに、たとえ
ば、ＣＣＥインデックスがそこから計算され得るオフセットが受信され得、関数はさらに
、ＣＣＥインデックスを計算する際にオフセットを利用することができる。説明したよう
に、オフセットは、レガシー制御チャネル上で送信されたリソース割当てとは対照的に、
拡張制御チャネル上で送信されたダウンリンクリソース割当てのための再送信フィードバ
ックのために予約されたＣＣＥの領域のオフセットに対応することができる。
【００７９】
　１００６において、リソース上で通信のための再送信フィードバックを送信する。たと
えば、判断されたＣＣＥインデックスは、領域中の１つまたは複数のリソースに対応する
ことができる。拡張制御チャネルの場合、説明したように、判断されたＣＣＥインデック
スは負値とすることができる。送信される再送信フィードバックは、説明したように、ダ
ウンリンクリソース割当てのリソース上で受信された通信が再送信されるべきかどうかに
関係する、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、または同様のフィードバックとすることができる。
【００８０】
　図１１は、再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するための例示的な
方法１１００を示す。
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【００８１】
　１１０２において、拡張制御チャネル上でデバイスにダウンリンクリソース割当てを通
信する。たとえば、拡張制御チャネルは、説明したように、サブフレームのレガシーデー
タ領域中などにＴＤＭまたはＦＤＭリソースを含むように定義され得る。ダウンリンクリ
ソース割当ては、１つまたは複数のＰＲＢ上で通信され得、それによる基地局からのデー
タ通信が予想される１つまたは複数のＰＲＢを示すことができる。
【００８２】
　１１０４において、ダウンリンクリソース割当てに関係するＰＲＢのインデックスに部
分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上でデバイスによって受信された通信のた
めの再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断する。たとえば、説明したよ
うに、リソースは、ダウンリンクリソース割当てがそれによってデバイスに通信される第
１のＰＲＢのインデックス、ダウンリンクリソース割当ての第１のＰＲＢのインデックス
などに基づいて判断され得る。たとえば、リソースを判断することは、ダウンリンクリソ
ース割当て中のリソース上でデバイスによって受信された通信のための再送信フィードバ
ックを受信するためのＣＣＥのインデックスを与えることができるＰＲＢのインデックス
の関数に基づくことができる。さらに、たとえば、ＣＣＥインデックスがそこから計算さ
れ得るオフセットが受信され得、関数はさらに、ＣＣＥインデックスを計算する際にオフ
セットを利用することができる。説明したように、オフセットは、レガシー制御チャネル
上で送信されたリソース割当てとは対照的に、拡張制御チャネル上で送信されたダウンリ
ンクリソース割当てのための再送信フィードバックのために予約されたＣＣＥの領域のオ
フセットに対応することができる。
【００８３】
　１１０６において、リソース上でデバイスから再送信フィードバックを受信する。たと
えば、判断されたＣＣＥインデックスは、領域中の１つまたは複数のリソースに対応する
ことができる。拡張制御チャネルの場合、説明したように、判断されたＣＣＥインデック
スは負値とすることができる。受信される再送信フィードバックは、説明したように、ダ
ウンリンクリソース割当てのリソース上で受信された通信が再送信されるべきかどうかに
関係する、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、または同様のフィードバックとすることができる。
【００８４】
　本明細書で説明する１つまたは複数の態様によれば、説明したように、再送信フィード
バックのためのリソースを判断すること、そのようなリソースのための領域を判断するこ
となどに関する推論が行われ得ることを諒解されよう。本明細書で使用する「推論する」
または「推論」という用語は、概して、イベントおよび／またはデータを介して捕捉され
た観察のセットから、システム、環境、および／またはユーザの状態について推理する、
またはその状態を推論するプロセスを指す。推論は、特定のコンテキストまたはアクショ
ンを識別するために採用され得、あるいは、たとえば、状態の確率分布を生成することが
できる。推論は、確率的、すなわち、データおよびイベントの考察に基づく当該の状態の
確率分布の計算であり得る。推論は、イベントおよび／またはデータのセットからより高
いレベルのイベントを構成するために採用される技法を指すこともある。そのような推測
から、イベントが時間的に緊切して相関するか否かにかかわらず、ならびにイベントおよ
びデータが１つまたは複数のイベントおよびデータの発生源に由来するかどうかにかかわ
らず、観測されたイベントおよび／または記憶されたイベントデータのセットから新しい
イベントまたはアクションが構成される。
【００８５】
　図１２を参照すると、再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するため
の様々なモジュール／手段／構成要素を含む装置１２００が示されている。本装置はＵＥ
であり得る。装置１２００は機能ブロックを含むものとして表されており、それらの機能
ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せによっ
て実装される機能を表す機能ブロックであり得ることを諒解されたい。システム１２００
は、連携して動作することができる構成要素（たとえば、電気的構成要素）の論理グルー
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ピング１２０２を含む。たとえば、論理グルーピング１２０２は、拡張制御チャネル上で
ダウンリンクリソース割当てを受信するための電気的構成要素１２０４を含むことができ
る。たとえば、ダウンリンクリソース割当ては、それによって基地局から通信を受信すべ
き１つまたは複数のＰＲＢを指定することができる。
【００８６】
　さらに、論理グルーピング１２０２は、ダウンリンクリソース割当てに関係するＰＲＢ
のインデックスに部分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信の
ための再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するための電気的構成要素
１２０６を備えることができる。説明したように、一例では、インデックスは、ダウンリ
ンクリソース割当てがそれによって受信される第１のＰＲＢのインデックス、ダウンリン
クリソース割当て中の第１のＰＲＢのインデックスなどを含むことができる。その上、論
理グルーピング１２０２は、リソース上で通信のための再送信フィードバックを送信する
ための電気的構成要素１２０８を含むことができる。
【００８７】
　たとえば、電気的構成要素１２０４は、上記で説明したように、リソース割当て受信構
成要素８０６を含むことができる。さらに、たとえば、電気的構成要素１２０６は、一態
様では、上記で説明したように、再送信リソース判断構成要素８０８を含むことができる
。その上、一例では、電気的構成要素１２０８は、再送信フィードバック提供構成要素８
１０を含むことができる。
【００８８】
　さらに、装置１２００は、電気的構成要素１２０４、１２０６、および１２０８に関連
する機能を実行するための命令を保持するメモリ１２１０を含むことができる。メモリ１
２１０の外部にあるものとして示されているが、電気的構成要素１２０４、１２０６、お
よび１２０８のうちの１つまたは複数は、メモリ１２１０の内部に存在することができる
ことを理解されたい。電気的構成要素１２０４、１２０６、および１２０８は、一例では
、構成要素間の通信を可能にするために、バス１２１２または同様の接続／結合を介して
相互接続／結合され得る。一例では、電気的構成要素１２０４、１２０６、および１２０
８は、少なくとも１つのプロセッサを備えることができるか、または、各電気的構成要素
１２０４、１２０６、および１２０８は、コントローラ／プロセッサ３８０など、少なく
とも１つのプロセッサの対応するモジュールであり得る。その上、追加または代替の例で
は、構成要素１２０４、１２０６、および１２０８は、コンピュータ可読媒体を備えるコ
ンピュータプログラム製品であり得、各構成要素１２０４、１２０６、および１２０８は
、対応するコードであり得る。
【００８９】
　本装置は、図１０の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行す
る追加のモジュールを含み得る。したがって、図１０の上述のフローチャート中の各ステ
ップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１
つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを
行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられた
プロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、
プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【００９０】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１２００は、拡張制御チャネル上でダウンリ
ンクリソース割当てを受信するための手段と、ダウンリンクリソース割当てに関係するリ
ソースのインデックスに部分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で受信された
通信のための再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するための手段と、
リソース上で通信のための再送信フィードバックを送信するための手段とを含む。上述の
手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置１２００
の上述のモジュールおよび／または装置１２００の処理システムのうちの１つまたは複数
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であり得る。処理システムは、送信プロセッサ３６４と、受信プロセッサ３５８と、コン
トローラ／プロセッサ３８０とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上
述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された送信プロセッサ３６４、受
信プロセッサ３５８、および／またはコントローラ／プロセッサ３８０であり得る。
【００９１】
　図１３を参照すると、再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するため
の装置１３００が示されている。本装置はｅＮＢであり得る。装置１３００は機能ブロッ
クを含むものとして表されており、それらの機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア
／ファームウェア、またはそれらの組合せによって実装される機能を表す機能ブロックで
あり得ることを諒解されたい。システム１３００は、連携して動作することができる構成
要素（たとえば、電気的構成要素）の論理グルーピング１３０２を含む。たとえば、論理
グルーピング１３０２は、拡張制御チャネル１３０４上でダウンリンクリソース割当てを
デバイスに通信するための電気的構成要素を含むことができる。たとえば、ダウンリンク
リソース割当ては、それによって通信が受信され得る１つまたは複数のＰＲＢを指定する
ことができる。
【００９２】
　さらに、論理グルーピング１３０２は、ダウンリンクリソース割当てに関係するＰＲＢ
のインデックスに部分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上でデバイスによって
受信された通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するため
の電気的構成要素１３０６を備えることができる。説明したように、一例では、インデッ
クスは、ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信される第１のＰＲＢのインデッ
クス、ダウンリンクリソース割当て中の第１のＰＲＢのインデックスなどを含むことがで
きる。その上、論理グルーピング１３０２は、リソース上でデバイスから再送信フィード
バックを受信するための電気的構成要素１３０８を含むことができる。
【００９３】
　たとえば、電気的構成要素１３０４は、上記で説明したように、リソース割当て構成要
素８１２を含むことができる。さらに、たとえば、電気的構成要素１３０６は、一態様で
は、上記で説明したように、再送信リソース判断構成要素８１４を含むことができる。そ
の上、一例では、電気的構成要素１３０８は、再送信フィードバック受信構成要素８１６
を含むことができる。
【００９４】
　さらに、装置１３００は、電気的構成要素１３０４、１３０６、および１３０８に関連
する機能を実行するための命令を保持するメモリ１３１０を含むことができる。メモリ１
３１０の外部にあるものとして示されているが、電気的構成要素１３０４、１３０６、お
よび１３０８のうちの１つまたは複数は、メモリ１３１０の内部に存在することができる
ことを理解されたい。電気的構成要素１３０４、１３０６、および１３０８は、一例では
、構成要素間の通信を可能にするために、バス１３１２または同様の接続／結合を介して
相互接続／結合され得る。一例では、電気的構成要素１３０４、１３０６、および１３０
８は、少なくとも１つのプロセッサを備えることができるか、または、各電気的構成要素
１３０４、１３０６、および１３０８は、コントローラ／プロセッサ３４０など、少なく
とも１つのプロセッサの対応するモジュールであり得る。その上、追加または代替の例で
は、構成要素１３０４、１３０６、および１３０８は、コンピュータ可読媒体を備えるコ
ンピュータプログラム製品であり得、各構成要素１３０４、１３０６、および１３０８は
、対応するコードであり得る。
【００９５】
　本装置は、図１１の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行す
る追加のモジュールを含み得る。したがって、図１１の上述のフローチャート中の各ステ
ップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１
つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを
行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられた
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プロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、
プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【００９６】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１３００は、拡張制御チャネル上でダウンリ
ンクリソース割当てをデバイスに通信するための手段と、ダウンリンクリソース割当てに
関係するリソースのインデックスに部分的に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で
デバイスによって受信された通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソー
スを判断するための手段と、リソース上でデバイスから再送信フィードバックを受信する
ための手段とを含む。上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するよう
に構成された、装置１３００の上述のモジュールおよび／または装置１２００の処理シス
テムのうちの１つまたは複数であり得る。処理システムは、送信プロセッサ３２０と、受
信プロセッサ３３８と、コントローラ／プロセッサ３４０とを含み得る。したがって、一
構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た送信プロセッサ３２０、受信プロセッサ３３８、および／またはコントローラ／プロセ
ッサ３２０であり得る。
【００９７】
　図１４～図１５に、制御チャネル上で受信されたインデックスとオフセットとに基づい
て再送信フィードバックのためのリソースを判断することに関係する例示的な方法を示す
。説明を簡単にするために、方法を一連の行為として図示し説明するが、いくつかの行為
は、１つまたは複数の実施形態によれば、本明細書で図示し説明する他の行為と同時に、
および／または異なる順序で行われ得るので、方法は行為の順序によって限定されないこ
とを理解および諒解されたい。たとえば、方法は、状態図など、一連の相互に関係する状
態またはイベントとして代替的に表現され得ることを諒解されたい。さらに、１つまたは
複数の実施形態による方法を実施するために、図示のすべての行為が必要とされるとは限
らない。
【００９８】
　図１４に、制御チャネル上で受信されたインデックスと、制御チャネルのタイプに基づ
いて判断されたオフセットとに基づいて再送信フィードバックを通信するためのリソース
を判断するための、たとえば、ＵＥによって実装される、例示的な方法１４００を示す。
【００９９】
　１４０２において、制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信する。ダウン
リンクリソース割当ては、基地局から受信され得る。拡張制御チャネルの場合、リソース
割り当ては、説明したように、サブフレームのレガシーデータ領域中などにＴＤＭまたは
ＦＤＭリソースを含むように定義され得る。ダウンリンクリソース割当ては、１つまたは
複数のＰＲＢ上で受信され得、それによる基地局からのデータ通信が予想される１つまた
は複数のＰＲＢを示すことができる。
【０１００】
　１４０４において、再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセット
を取得する。オフセットは、制御チャネルのタイプに基づいて判断され得る。たとえば、
上記で説明したように、レガシー制御チャネルの場合、オフセットは、リソース割当て内
のＮ＿ＰＵＣＣＨであり得、拡張制御チャネルの場合、オフセットは、リソース割当て内
のＭ＿ＰＵＣＣＨであり得る。拡張制御チャネルオフセットはユニキャストメッセージに
基づき得、レガシー制御チャネルオフセットはブロードキャストメッセージに基づき得る
。上記で説明したように、ＣＣＥインデックスがそこから計算され得るオフセットが受信
され得、関数はさらに、ＣＣＥインデックスを計算する際にオフセットを利用することが
できる。オフセットは、レガシー制御チャネル上で送信されたリソース割当てとは対照的
に、拡張制御チャネル上で送信されたダウンリンクリソース割当てのための再送信フィー
ドバックのために予約されたＣＣＥの領域のオフセットに対応することができる。
【０１０１】
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　１４０６において、ダウンリンクリソース割当てとオフセットとに関係するリソースの
インデックスに基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送
信フィードバックを通信するためのリソースを判断する。制御チャネルのタイプが拡張物
理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）である場合、インデックスは、ダウンリ
ンクリソース割当てがそれによって受信されるインデックス、またはダウンリンクリソー
ス割当て中のリソースのインデックスのうちの１つに対応する。この場合、インデックス
は、ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（ｅＣＣＥ）インデックス
に対応するｅＣＣＥインデックスであり得る。制御チャネルのタイプがレガシー物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）である場合、インデックスは、ダウンリンクリソー
ス割当てがそれによって受信されるインデックスのうちの１つに対応する。たとえば、イ
ンデックスは、ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデッ
クスに対応するＣＣＥインデックスであり得る。
【０１０２】
　１４０８において、リソース上での通信のための再送信フィードバックを送信する。送
信される再送信フィードバックは、説明したように、ダウンリンクリソース割当てのリソ
ース上で受信された通信が再送信されるべきかどうかに関係する、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ま
たは同様のフィードバックとすることができる。
【０１０３】
　図１５に、制御チャネル上で受信されたインデックスと、制御チャネルのタイプに基づ
いて判断されたオフセットとに基づいて再送信フィードバックを通信するためのリソース
を判断するための、たとえば、ｅＮＢによって実装される、例示的な方法１５００を示す
。
【０１０４】
　１５０２において、制御チャネル上でデバイスにダウンリンクリソース割当てを通信す
る。拡張制御チャネルの場合、リソース割り当ては、説明したように、サブフレームのレ
ガシーデータ領域中などにＴＤＭまたはＦＤＭリソースを含むように定義され得る。ダウ
ンリンクリソース割当ては、１つまたは複数のＰＲＢ上で受信され得、それによる基地局
からのデータ通信が予想される１つまたは複数のＰＲＢを示すことができる。
【０１０５】
　１５０４において、再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセット
をデバイスに通信する。オフセットは、制御チャネルのタイプに基づいて判断され得る。
たとえば、上記で説明したように、レガシー制御チャネルの場合、オフセットは、リソー
ス割当て内のＮ＿ＰＵＣＣＨであり得、拡張制御チャネルの場合、オフセットは、リソー
ス割当て内のＭ＿ＰＵＣＣＨであり得る。拡張制御チャネルオフセットはユニキャストメ
ッセージに基づき得、レガシー制御チャネルオフセットはブロードキャストメッセージに
基づき得る。上記で説明したように、ＣＣＥインデックスがそこから計算され得るオフセ
ットが受信され得、関数はさらに、ＣＣＥインデックスを計算する際にオフセットを利用
することができる。オフセットは、レガシー制御チャネル上で送信されたリソース割当て
とは対照的に、拡張制御チャネル上で送信されたダウンリンクリソース割当てのための再
送信フィードバックのために予約されたＣＣＥの領域のオフセットに対応することができ
る。
【０１０６】
　１５０６において、ダウンリンクリソース割当てとオフセットとに関係するリソースの
インデックスに基づいて、ダウンリンクリソース割当て上でデバイスによって受信された
通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断する。制御チャネル
のタイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）である場合、インデッ
クスは、ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信されるインデックス、またはダ
ウンリンクリソース割当て中のリソースのインデックスのうちの１つに対応する。この場
合、インデックスは、ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（ｅＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスであり得る。制御チャネルのタイプが
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レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）である場合、インデックスは、ダ
ウンリンクリソース割当てがそれによって受信されるインデックスのうちの１つに対応す
る。たとえば、インデックスは、ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（
ＣＣＥ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスであり得る。
【０１０７】
　１５０８において、リソース上でデバイスから再送信フィードバックを受信する。送信
される再送信フィードバックは、説明したように、ダウンリンクリソース割当てのリソー
ス上で受信された通信が再送信されるべきかどうかに関係する、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、また
は同様のフィードバックとすることができる。
【０１０８】
　本明細書で説明する１つまたは複数の態様によれば、説明したように、再送信フィード
バックのためのリソースを判断すること、そのようなリソースのための領域を判断するこ
となどに関する推論が行われ得ることを諒解されよう。本明細書で使用する「推論する」
または「推論」という用語は、概して、イベントおよび／またはデータを介して捕捉され
た観察のセットから、システム、環境、および／またはユーザの状態について推理する、
またはその状態を推論するプロセスを指す。推論は、特定のコンテキストまたはアクショ
ンを識別するために採用され得、あるいは、たとえば、状態の確率分布を生成することが
できる。推論は、確率的、すなわち、データおよびイベントの考察に基づく当該の状態の
確率分布の計算であり得る。推論は、イベントおよび／またはデータのセットからより高
いレベルのイベントを構成するために採用される技法を指すこともある。そのような推測
から、イベントが時間的に緊切して相関するか否かにかかわらず、ならびにイベントおよ
びデータが１つまたは複数のイベントおよびデータの発生源に由来するかどうかにかかわ
らず、観測されたイベントおよび／または記憶されたイベントデータのセットから新しい
イベントまたはアクションが構成される。
【０１０９】
　図１６を参照すると、再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するため
の様々なモジュール／手段／構成要素を含む装置１６００が示されている。本装置はＵＥ
であり得る。装置１６００は機能ブロックを含むものとして表されており、それらの機能
ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せによっ
て実装される機能を表す機能ブロックであり得ることを諒解されたい。システム１６００
は、連携して動作することができる構成要素（たとえば、電気的構成要素）の論理グルー
ピング１６０２を含む。たとえば、論理グルーピング１６０２は、制御チャネル上でダウ
ンリンクリソース割当てを受信するための電気的構成要素１６０４を含むことができる。
【０１１０】
　さらに、論理グルーピング１６０２は、再送信フィードバックリソースのための領域に
関係するオフセットを取得するための電気的構成要素であって、オフセットが、制御チャ
ネルのタイプに基づいて判断される、取得するための電気的構成要素１６０６を備えるこ
とができる。また、論理グルーピング１６０２は、ダウンリンクリソース割当てに関係す
るリソースのインデックスとオフセットとに基づいて、ダウンリンクリソース割当て上で
受信された通信のための再送信フィードバックを通信するためのリソースを判断するため
の電気的構成要素１６０８を含み得る。その上、論理グルーピング１６０２は、リソース
上で通信のための再送信フィードバックを送信するための電気的構成要素１６１０を含む
ことができる。
【０１１１】
　さらに、装置１６００は、電気的構成要素１６０４、１６０６、１６０８および１６１
０に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ１６１２を含むことができる。
メモリ１６１２の外部にあるものとして示されているが、電気的構成要素１６０４、１６
０６、１６０８および１６１０のうちの１つまたは複数は、メモリ１６１２の内部に存在
することができることを理解されたい。電気的構成要素１６０４、１６０６、１６０８お
よび１６１０は、一例では、構成要素間の通信を可能にするために、バス１６１４または
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同様の接続／結合を介して相互接続／結合され得る。一例では、電気的構成要素１６０４
、１６０６、１６０８および１６１０は、少なくとも１つのプロセッサを備えることがで
きるか、または、各電気的構成要素１６０４、１６０６、１６０８および１６１０は、コ
ントローラ／プロセッサ３８０など、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュール
であり得る。その上、追加または代替の例では、構成要素１６０４、１６０６、１６０８
および１６１０は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であり得
、各構成要素１６０４、１６０６、１６０８および１６１０は、対応するコードであり得
る。
【０１１２】
　装置１６００は、図１４の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１４の上述のフローチャート中の
各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのう
ちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリ
ズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べ
られたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装され
るか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそ
れらの何らかの組合せであり得る。
【０１１３】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６００は、制御チャネル上でダウンリンク
リソース割当てを受信するための手段と、再送信フィードバックリソースのための領域に
関係するオフセットを取得するための手段であって、オフセットが、制御チャネルのタイ
プに基づいて判断される、取得するための手段とを含む。装置１６００はまた、ダウンリ
ンクリソース割当てとオフセットとに関係するリソースのインデックスに基づいて、ダウ
ンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィードバックを通信するた
めのリソースを判断するための手段と、リソース上で通信のための再送信フィードバック
を送信するための手段とを含む。
【０１１４】
　装置１６００はまた、ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子
に少なくとも部分的に基づいてリソースを判断するための手段と、物理制御フォーマット
指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣ
ＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上にリソースを備える領域のロケーションに関係する
情報を受信するための手段であって、オフセットがＰＣＦＩＣＨまたはｅ－ＰＣＦＩＣＨ
に依存する、受信するための手段と、再送信フィードバックのための利用可能なリソース
の総数に基づいてインデックスを変更するための手段とを含む。
【０１１５】
　上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置
１６００の上述のモジュールおよび／または装置１６００の処理システムのうちの１つま
たは複数であり得る。処理システムは、送信プロセッサ３６４と、受信プロセッサ３５８
と、コントローラ／プロセッサ３８０とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手
段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された送信プロセッサ３
６４、受信プロセッサ３５８、および／またはコントローラ／プロセッサ３８０であり得
る。
【０１１６】
　図１７を参照すると、再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するため
の装置１７００が示されている。本装置はｅＮＢであり得る。装置１７００は機能ブロッ
クを含むものとして表されており、それらの機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア
／ファームウェア、またはそれらの組合せによって実装される機能を表す機能ブロックで
あり得ることを諒解されたい。システム１７００は、連携して動作することができる構成
要素（たとえば、電気的構成要素）の論理グルーピング１７０２を含む。たとえば、論理
グルーピング１７０２は、制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通
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信するための電気的構成要素１７０４を含むことができる。
【０１１７】
　さらに、論理グルーピング１７０２は、再送信フィードバックリソースのための領域に
関係するオフセットをデバイスに通信するための電気的構成要素であって、オフセットが
、制御チャネルのタイプに基づいて判断される、通信するための電気的構成要素１７０６
を含み得る。また、論理グルーピングは、リソース割当てのインデックスとオフセットと
に基づいて、ダウンリンクリソース割当て上でデバイスによって受信された通信のための
再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するための電気的構成要素１７０
８を含み得る。その上、論理グルーピング１７０２は、リソース上でデバイスから再送信
フィードバックを受信するための電気的構成要素１７１０を含み得る。
【０１１８】
　さらに、装置１７００は、電気的構成要素１７０４、１７０６、１７０８および１７１
０に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ１７１２を含むことができる。
メモリ１７１２の外部にあるものとして示されているが、電気的構成要素１７０４、１７
０６、１７０８および１７１０のうちの１つまたは複数は、メモリ１７１２の内部に存在
することができることを理解されたい。電気的構成要素１７０４、１７０６、１７０８お
よび１７１０は、一例では、構成要素間の通信を可能にするために、バス１７１４または
同様の接続／結合を介して相互接続／結合され得る。一例では、電気的構成要素１７０４
、１７０６、１７０８および１７１０は、少なくとも１つのプロセッサを備えることがで
きるか、または、各電気的構成要素１７０４、１７０６、１７０８および１７１０は、コ
ントローラ／プロセッサ３４０など、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュール
であり得る。その上、追加または代替の例では、構成要素１７０４、１７０６、１７０８
および１７１０は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であり得
、各構成要素１７０４、１７０６、１７０８および１７１０は、対応するコードであり得
る。
【０１１９】
　本装置は、図１５の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行す
る追加のモジュールを含み得る。したがって、図１５の上述のフローチャート中の各ステ
ップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１
つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを
行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられた
プロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、
プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【０１２０】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１７００は、制御チャネル上でダウンリンク
リソース割当てをデバイスに通信するための手段と、再送信フィードバックリソースのた
めの領域に関係するオフセットをデバイスに通信するための手段であって、オフセットが
、制御チャネルのタイプに基づいて判断される、通信するための手段とを含む。装置１７
００はまた、ダウンリンクリソース割当てとオフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、ダウンリンクリソース割当て上でデバイスによって受信された通信のた
めの再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するための手段と、リソース
上でデバイスから再送信フィードバックを受信するための手段とを含む。
【０１２１】
　装置１７００はまた、ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子
に少なくとも部分的に基づいてリソースを判断するための手段と、物理制御フォーマット
指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣ
ＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上にリソースを備える領域のロケーションに関係する
情報を通信するための手段であって、オフセットがＰＣＦＩＣＨまたはｅ－ＰＣＦＩＣＨ
に依存する、通信するための手段とを含み得る。装置１７００はまた、再送信フィードバ
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ックのための利用可能なリソースの総数に基づいてインデックスを変更するための手段を
含み得る。
【０１２２】
　上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置
１７００の上述のモジュールおよび／または装置１７００の処理システムのうちの１つま
たは複数であり得る。処理システムは、送信プロセッサ３２０と、受信プロセッサ３３８
と、コントローラ／プロセッサ３４０とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手
段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された送信プロセッサ３
２０、受信プロセッサ３３８、および／またはコントローラ／プロセッサ３４０であり得
る。
【０１２３】
　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得ることを、
当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【０１２４】
　さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、回路、およびアルゴリズムステップは、ハードウェア、ソフトウェア／ファームウェア
、またはそれらの組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウェ
アとソフトウェア／ファームウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構
成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれら
の機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェ
ア／ファームウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課され
る設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装
し得るが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべき
ではない。
【０１２５】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
ル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、ある
いは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることができるが、
代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械とすることができる。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他の
そのような構成として実装され得る。
【０１２６】
　本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハードウ
ェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェアモジ
ュールで実施されるか、またはそれらの組合せで実施され得る。ソフトウェア／ファーム
ウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＰＣＭ（相変化メモリ）、ＲＯ
Ｍメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディ
スク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他
の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報
を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。
代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳ
ＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端末中に存在し得る。代替として、プロセッサ
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および記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として存在し得る。
【０１２７】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア／
ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファームウェア
で実装した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ／ＤＶＤ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード
手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎
用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることがで
きる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフト
ウェア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同
軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、および
マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザデ
ィスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フ
ロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（di
sc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含めるべきである。
【０１２８】
　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲
を与えられるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　再送信フィードバックリソースを判断するための方法であって、
　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信することと、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得することであ
って、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得するこ
とと、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィ
ードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信することとを備える、
方法。
［Ｃ２］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ３］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　ｅＣＣＥをインデックス付けすることをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデックス付け
は、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じアップリ
ンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブフレー
ムにわたって実行される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ４に記
載の方法。
［Ｃ６］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ８］
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ１０に記載の
方法。
［Ｃ１３］
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信することであって、前記オフセットが前記ＰＣＦ
ＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信することをさらに備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ１４］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　リソースを判断することが、複数のリソースを判断することを備え、前記方法がさらに
、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを備え
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ１５に記載
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の方法。
［Ｃ１７］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信するための手段と、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得するための手
段であって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得
するための手段と、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フィ
ードバックを通信するためのリソースを判断するための手段と、
　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信するための手段とを備
える、装置。
［Ｃ１９］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ｅＣＣＥをインデックス付けするための手段をさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデック
ス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じア
ップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブ
フレームにわたって実行される、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するための手段をさらに備え
、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ
２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ２０に記載の装置
。
［Ｃ２４］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するための手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
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Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ２７に記載の
装置。
［Ｃ３０］
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信するための手段であって、前記オフセットが前記
ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信するための手段をさらに備え
る、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３２］
　リソースを判断するための前記手段が、複数のリソースを判断するように構成され、前
記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ３２に記載
の装置。
［Ｃ３４］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するための手段をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３５］
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得することで
あって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得する
ことと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フ
ィードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信することと
　を行うように構成された処理システムを備える、装置。
［Ｃ３６］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記処理システムが、ｅＣＣＥをインデックス付けするようにさらに構成され、ｅＣＣ
Ｅのインデックス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバック
のために同じアップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダ
ウンリンクサブフレームにわたって実行される、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
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　前記処理システムが、ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するよ
うにさらに構成され、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別
個に実行される、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ３７に記載の装置
。
［Ｃ４１］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記処理システムが、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデック
スに部分的に基づいてリソースを判断するように構成された、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記処理システムが、前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識
別子に少なくとも部分的に基づいて前記リソースを判断するように構成された、Ｃ３６に
記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ４４に記載の
装置。
［Ｃ４７］
　前記処理システムが、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張
物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前
記リソースを備える領域のロケーションに関係する情報を受信することであって、前記オ
フセットが前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信することを行
うように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　前記処理システムが、複数のリソースを判断するように構成され、前記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ４９に記載
の装置。
［Ｃ５１］
　前記処理システムが、再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づ
いて前記インデックスを変更するように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ５２］
　再送信フィードバックリソースを判断するためのコンピュータプログラム製品であって
、
　　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てを受信することと、
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　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを取得することで
あって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断される、取得する
ことと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で受信された通信のための再送信フ
ィードバックを通信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記通信のための再送信フィードバックを送信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ５３］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ５４］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ５３に記載の製品。
［Ｃ５５］
　ｅＣＣＥをインデックス付けするためのコードをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデッ
クス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じ
アップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサ
ブフレームにわたって実行される、Ｃ５４に記載の製品。
［Ｃ５６］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ５５に
記載の製品。
［Ｃ５７］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ５４に記載の製品
。
［Ｃ５８］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ５３に記載の製品。
［Ｃ５９］
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、Ｃ５３に記載の製品。
［Ｃ６０］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、Ｃ５３に記載の製品
。
［Ｃ６１］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ６２］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ６１に記載の製品。
［Ｃ６３］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ６１に記載の
製品。
［Ｃ６４］
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　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を受信するためのコードであって、前記オフセットが前
記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、受信するためのコードをさらに
備える、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ６５］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ６６］
　複数のリソースを判断するためのコードを備え、さらに
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ためのコードを備える、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ６７］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ６６に記載
の製品。
［Ｃ６８］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するためのコードをさらに備える、Ｃ５２に記載の製品。
［Ｃ６９］
　再送信フィードバックリソースを判断するための方法であって、
　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信することと、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに通
信することであって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断され
る、通信することと、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された通
信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断することと、
　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信することとを備える、
方法。
［Ｃ７０］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７２］
　ｅＣＣＥをインデックス付けすることをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデックス付け
は、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じアップリ
ンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブフレー
ムにわたって実行される、Ｃ７１に記載の方法。
［Ｃ７３］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ７２に
記載の方法。
［Ｃ７４］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ７１に記載の方法
。
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［Ｃ７５］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７６］
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７７］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断することをさらに備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７８］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ７９］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ７８に記載の方法。
［Ｃ８０］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ７８に記載の
方法。
［Ｃ８１］
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信することであって、前記オフセットが前記ＰＣＦ
ＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信することをさらに備える、Ｃ６９に
記載の方法。
［Ｃ８２］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ８３］
　リソースを判断することが、複数のリソースを判断することを備え、前記方法がさらに
、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを備え
る、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ８４］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ８３に記載
の方法。
［Ｃ８５］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更することをさらに備える、Ｃ６９に記載の方法。
［Ｃ８６］
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信するための手段と、
　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに通
信するための手段であって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判
断される、通信するための手段と、
　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデック
スに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された通
信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断するための手段と、
　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信するための手段とを備
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える、装置。
［Ｃ８７］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ８８］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ８９］
　ｅＣＣＥをインデックス付けするための手段をさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデック
ス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じア
ップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサブ
フレームにわたって実行される、Ｃ８８に記載の装置。
［Ｃ９０］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ８９に
記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ８８に記載の装置
。
［Ｃ９２］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９３］
　リソースを判断することが、さらに、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポ
ートインデックスに部分的に基づく、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９４］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するための手段をさらに備える、Ｃ８７に記載の装置。
［Ｃ９５］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９６］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ９５に記載の装置。
［Ｃ９７］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ９５に記載の
装置。
［Ｃ９８］
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信するための手段であって、前記オフセットが前記
ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信するための手段をさらに備え
る、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ１００］
　リソースを判断するための前記手段が、複数のリソースを判断するように構成され、前
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記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ１０１］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ１００に記
載の装置。
［Ｃ１０２］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するための手段をさらに備える、Ｃ８６に記載の装置。
［Ｃ１０３］
　再送信フィードバックリソースを判断するための装置であって、
　　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに
通信することであって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断さ
れる、通信することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された
通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信することと
　を行うように構成された処理システムを備える、装置。
［Ｃ１０４］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
クスのうちの１つに対応する、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１０５］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ１０４に記載の装置
。
［Ｃ１０６］
　前記処理システムが、ｅＣＣＥをインデックス付けするようにさらに構成され、ｅＣＣ
Ｅの前記インデックス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバ
ックのために同じアップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上
のダウンリンクサブフレームにわたって実行される、Ｃ１０５に記載の装置。
［Ｃ１０７］
　前記処理システムが、ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信するよ
うにさらに構成され、前記インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別
個に実行される、Ｃ１０６に記載の装置。
［Ｃ１０８］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ１０５に記載の装
置。
［Ｃ１０９］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１１０］
　前記処理システムが、前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデック
スに部分的に基づいてリソースを判断するように構成された、Ｃ１０４に記載の装置。
［Ｃ１１１］
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　前記処理システムが、前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識
別子に少なくとも部分的に基づいて前記リソースを判断するように構成された、Ｃ１０４
に記載の装置。
［Ｃ１１２］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１３］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ１１２に記載の装置。
［Ｃ１１４］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ１１２に記載
の装置。
［Ｃ１１５］
　前記処理システムが、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張
物理制御フォーマット指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前
記リソースを備える領域のロケーションに関係する情報を通信することであって、前記オ
フセットが前記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信することを行
うようにさらに構成された、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１６］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１７］
　前記処理システムが、複数のリソースを判断するように構成され、前記装置がさらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
ように構成された、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１１８］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ１１７に記
載の装置。
［Ｃ１１９］
　前記処理システムが、再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づ
いて前記インデックスを変更するようにさらに構成された、Ｃ１０３に記載の装置。
［Ｃ１２０］
　再送信フィードバックリソースを判断するためのコンピュータプログラム製品であって
、
　　制御チャネル上でダウンリンクリソース割当てをデバイスに通信することと、
　　再送信フィードバックリソースのための領域に関係するオフセットを前記デバイスに
通信することであって、前記オフセットが、前記制御チャネルのタイプに基づいて判断さ
れる、通信することと、
　　前記ダウンリンクリソース割当てと前記オフセットとに関係するリソースのインデッ
クスに基づいて、前記ダウンリンクリソース割当て上で前記デバイスによって受信された
通信のための再送信フィードバックを受信するためのリソースを判断することと、
　　前記リソース上で前記デバイスから再送信フィードバックを受信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ１２１］
　前記制御チャネルの前記タイプが拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ
）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信さ
れるインデックス、または前記ダウンリンクリソース割当て中の前記リソースのインデッ
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クスのうちの１つに対応する、Ｃ１２０に記載の製品。
［Ｃ１２２］
　前記インデックスが、前記ｅ－ＰＤＣＣＨによって利用される開始拡張制御チャネル（
ｅＣＣＥ）インデックスに対応するｅＣＣＥインデックスである、Ｃ１２１に記載の製品
。
［Ｃ１２３］
　ｅＣＣＥをインデックス付けするためのコードをさらに備え、ｅＣＣＥの前記インデッ
クス付けは、２つ以上のダウンリンクサブフレームが再送信フィードバックのために同じ
アップリンクサブフレームに関連付けられる連続方法で、前記２つ以上のダウンリンクサ
ブフレームにわたって実行される、Ｃ１２２に記載の製品。
［Ｃ１２４］
　ｅＰＤＣＣＨのためのリソースの２つ以上のセットを受信することをさらに備え、前記
インデックス付けが、前記２つ以上のセットの各々について別個に実行される、Ｃ１２３
に記載の製品。
［Ｃ１２５］
　前記オフセットがユニキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ１２２に記載の製
品。
［Ｃ１２６］
　前記ｅ－ＰＤＣＣＨが、分散ｅ－ＰＤＣＣＨまたは局所ｅ－ＰＤＣＣＨのうちの少なく
とも１つである、Ｃ１２１に記載の製品。
［Ｃ１２７］
　前記ｅＰＤＣＣＨによって使用されるアンテナポートインデックスに部分的に基づいて
前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、Ｃ１２１に記載の製品。
［Ｃ１２８］
　前記ダウンリンクリソース割当てに関係するスクランブリング識別子に少なくとも部分
的に基づいて前記リソースを判断するためのコードをさらに備える、Ｃ１２１に記載の製
品。
［Ｃ１２９］
　前記制御チャネルの前記タイプが、レガシー物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）であり、前記インデックスは、前記ダウンリンクリソース割当てがそれによって受信
されるインデックスのうちの１つに対応する、Ｃ１２０に記載の製品。
［Ｃ１３０］
　前記インデックスが、前記ＰＤＣＣＨによって利用される開始制御チャネル要素（ＣＣ
Ｅ）インデックスに対応するＣＣＥインデックスである、Ｃ１２９に記載の製品。
［Ｃ１３１］
　前記オフセットがブロードキャストメッセージに基づいて判断される、Ｃ１２９に記載
の製品。
［Ｃ１３２］
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）または拡張物理制御フォーマット
指示チャネル（ｅ－ＰＣＦＩＣＨ）のうちの少なくとも１つ上に前記リソースを備える領
域のロケーションに関係する情報を通信するためのコードであって、前記オフセットが前
記ＰＣＦＩＣＨまたは前記ｅ－ＰＣＦＩＣＨに依存する、通信するためのコードをさらに
備える、Ｃ１２０に記載の製品。
［Ｃ１３３］
　前記オフセットがサブフレーム依存である、Ｃ１２０に記載の製品。
［Ｃ１３４］
　複数のリソースを判断するためのコードと、さらに、
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ－ＰＤＣＣＨ）中のインジケータを取得するこ
とと、
　前記インジケータに基づいて前記複数のリソースのうちの１つを選択することとを行う
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ためのコードとをさらに備える、Ｃ１２０に記載の製品。
［Ｃ１３５］
　前記複数のリソースが無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成された、Ｃ１３４に記
載の製品。
［Ｃ１３６］
　再送信フィードバックのための利用可能なリソースの総数に基づいて前記インデックス
を変更するためのコードをさらに備える、Ｃ１２０に記載の製品。
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【図４Ｂ】 【図５】



(54) JP 5911966 B2 2016.4.27

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１６】 【図１７】
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